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東京新聞 10 月３日
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（＝ 2.4 μ Sv/h ＝ 21mSv/y）
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東京三多摩の日の出
　　エコセメント工場に隣接する青梅第二小への影響

翌年から全国平均の
　　　約六倍の喘息被患率

・学校健康調査による
　喘息の被患率

エコセメント工場、稼働開始

喘息の被患率
　全国・全都平均値

焼却灰の
焼却の喘息
への影響
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ごみ焼却による
喘息への影響

栄区の焼却炉の稼働が
停止したら、近くの小
学校の喘息が１／２～
１／３に

＝放射性物質を
　　焼却炉で燃やせば、
　　喘息だけでなく、放射能疾患の恐れも＝
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2012. ３. ７〈東京〉

※黒岩知事　２月 17 日　がれき受け入れ撤回表明（神奈川新聞）
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上記のグラフから分かること
　①１日 10 ベクレルを摂取しても、体内には
　　　　約 100 日で、0600 ベクレル
　　　　約 500 日で、1400 ベクレル

　②子どもの場合、20（Bq/kg）で、
　　　　85％が心電図で病理変化＝危険ゾーン
　　体重 30kg の子どもが、体内量 600 ベクレルで

　　　　600 ÷ 30 ＝ 20（Bq/kg）となるため、約 100 日で危険

　③焼却炉の排ガス規制（目安値）は、
　　　　C

セシウム

s137 で・・・30Bq/ ㎥。呼吸量は 15 ～ 20 ㎥／日

　　　　30Bq/ ㎥× 20 ㎥／日＝ 600 ／日。１日で危険

｝が残存
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毎日 12. ２. ２
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３／４埼玉
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資料 16　 １／２
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東京新聞１月 21 日
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「スローライフ」より
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仙台市の実例　がれき処理フロー（浅利美鈴G作成）




